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義
務
教
育
費
国
産
負
担
制
度
改
正
反
対
に
関
す
る
意
見
書

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

'

別

銃

の

と

お

り

内

閣

捻

理

大

臣

､

大

蔵

大

臣

､

文

部

大

臣

に

意

見

書

を

提

出

す

る
｡
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成
元
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二
十
五
日
提
出

提
出
者

賛
成
者

賛
成
者

賛
成
者

賛
成
者

賛
成
者

三
朝
町
鼓
会
議
長

三
朝
町
#
金
諌
鼻

三
朝
町
議
会
鏡
点

三
朝
町
議
全
様
貞

三
朝
町
銭
金
穣
点

三
朝
町
議
会
練
旦

平
琴
琵
望
至
芸
日
　
原
寮
可
決

三
朝
町
読
会
親
友
安
井
由
行



義
務
教
育
費
国
東
負
担
制
度
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正
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に
関
す
る
意
見
書

義

務

教

育

費

国

庫

負

担

に

つ

い

て
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,

昭

和

六

十

年

度

か

ら

昭

和

六

十

一

年

度

に

か

け

て

制

度

の

見

直

し

を

行

い

､

教

職

点

の

旅

費

､

教

材

費

を

国

凍

負

担

の

適

用

除

外

と

す

る

と

と

も

に

､

共

済

牢

な

ど

の

国

庫

負

担

率

を

引

き

下

げ

､

地

方

交

付

椀

に

組

み

入

れ

た

と

こ

ろ

で

あ

る

｡

更

に

､

来

年

度

の

予

算

締

成

に

お

い

て

も

r

学

校

事

務

職

貞

,

栄

養

職

員

の

給

与

費

に

つ

い

て

､

国

庸

負

担

の

適

用

除

外

を

行

お

う

と

し
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い

る

｡

こ

の

よ

う

な

制

度
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見

直

し

は

､

単
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地

方

財

政

負

担

の

増

大

を

も

た

ら

す

の

み

な

ら

ず

,

教

育

の

機

会
均
等
の
確
保
と
教
育
水
準
の
維
持
向
上
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
｡

よ

っ

て

､

政

府

に

お

か

れ

て

は

'

義

務

教

育

振

興

の

基

本

と

な

る

義

務

教

育

国

庫

負

担

制

度

の

見

直

し

に

よ

る

削

減

措

置

等

は

行

わ

な

い

よ

う

再

度

要

望

す

る
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以
上
､
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方
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治
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第
九
十
九
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第
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項
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規
定
に
よ
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意
見
書
を
提
出
す
る
｡
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成
元
年
十
二
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十
五
日
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